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市
で
は
、
21
年
度
か
ら
の
新

し
い
取
組
み
と
し
て
、
潤
い
の
あ

る
ま
ち
、
人
づ
く
り
を
目
指
し
、

高
山
の
景
観
に
ふ
さ
わ
し
い
塀

な
ど
の
設
置
に
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業　

景
観
重
点

区
域
内
の
事
業
で
次
の
全
て
に

該
当
す
る
も
の

①
板
塀
、
塗
塀
、
土
塀
、
板
壁・

　

板
化
粧
の
新
設
や
改
修

②
公
衆
用
道
路
、
ま
た
は
河
川

　

に
面
し
た
部
分

③
市
の
景
観
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

④
概
ね
高
さ
０・９
㍍
以
上
、
長

　

さ
１・８
㍍
以
上

⑤
適
切
に
固
定
さ
れ
て
い
る
も
の

⑥
５
年
以
上
活
用
す
る
も
の

⑦
建
築
基
準
法
や
市
の
条
例
な

　

ど
に
適
合
す
る
も
の

補
助
率
・
限
度
額　

事
業
経
費

の
3
分
の
１
以
内
。
た
だ
し
、

１
・
８
㍍
当
た
り
の
限
度
額
は

５
万
円
、
１
カ
所
当
た
り
の
最

大
限
度
額
は
30
万
円

都
市
整
備
課

35-

3
1
7
6

問
合
先

都
市
整
備
課

35-

3
1
7
6

問
合
先

岐
阜
大
学
産
官
学
融
合
本
部

０
５
８-
２
９
３-

　

２
０
２
５

企
画
課

35-

3
1
3
1

問
合
先

景
観
を
守
る
塀
な
ど
の
設
置
に
助
成

　

市
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
て
い
る
岐
阜
大
学
と
地
域
の

連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
大
学
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
の
成
果
や
研
究
内
容
を
広

く
紹
介
す
る「
岐
阜
大
学
フ
ェ
ア

in
飛
驒
高
山
」を
開
催
し
ま
す
。

　

フ
ェ
ア
で
は
、
環
境
や
農
業

な
ど
に
関
係
し
た
先
進
的
な
大

学
の
研
究
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
す

る
ほ
か
、
交
流
会
で
は
大
学
の

研
究
者
や
参
加
者
と
の
意
見
交

換
に
よ
り
、
新
規
事
業
開
発
に

向
け
た
き
っ
か
け
づ
く
り
が
行

え
ま
す
。

期
日　

2
月
26
日
㈮

場
所　

ひ
だ
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ　

（
花
岡
町
2
）

内
容　

研
究
な
ど
の
紹
介
コ
ー

ナ
ー
（
午
後
１
時
30
分
〜
3
時

40
分
）、
交
流
会（
午
後
3
時
50

分
〜
6
時
）

参
加
費　

無
料（
交
流
会
５
０
０
円
）

地
域
と
と
も
に
学
び
、
究
め
、
貢
献
す
る

岐
阜
大
学
フ
ェ
ア
in
飛
驒
高
山

産
官
学
連
携
で
岐
大
の「
知
」を
高
山
か
ら
発
信

岐
阜
大
学
の
無
料
出
前
講
座

〝
Ｔ
ｈ
ｅ
学（
ざ
が
く
）〞も
７

月
か
ら
奇
数
月
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す

あ
な
た
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す

緑
の
基
本
計
画
・
駐
車
場
整
備
計
画
を
見
直
し
ま
す

　

市
で
は｢

緑
の
基
本
計
画
」と

「
駐
車
場
整
備
計
画｣

の
見
直
し

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

計
画
の
素
案
を
公
表
し
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

　

提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

参
考
に
計
画
を
ま
と
め
て
い
き

ま
す
。

●
閲
覧
・
意
見
提
出
期
間

２
月
１
日
㈪
〜
２
月
15
日
㈪

●
閲
覧
場
所

①
都
市
整
備
課
、
各
支
所
地
域

振
興
課

＊
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分
・
土
日
祝
祭
日
を
除
く

②
市
役
所
１
階
市
民
コ
ー
ナ
ー

③
市
図
書
館「
煥
章
館
」、
市
民

文
化
会
館
、ビ
ッ
グ
ア
リ
ー
ナ
、

女
性
青
少
年
会
館

＊
各
施
設
の
開
館
時
間
内

④
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●緑の基本計画
　緑地の保全や緑化の推進に関する計画です。地球的
規模での環境問題や合併に伴う市域の拡大など社会情勢
の変化に対応するため、計画の見直しを進めています。

●駐車場整備計画
　市街地の駐車場の整備に関する計画です。東海北陸
自動車道など高速道路網の整備進展をはじめとする社
会情勢の変化による駐車需要に対応するため、計画の
見直しを進めています。

松倉山市民ハイキング

 

１
カ
所
当
た
り
の
限
度
額
は
最
高
30
万
円
ま
で


